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Database Development of Underground Facilities around Hakata Station 











  In this study, the outline of the repair work and wastewater treatment facilities around Mikasa 
River have been investigated. The underground facilities database around Hakata Station has been built 
by using GIS, the flood damage grasp supporting tool has also been proposed and applied to the flood 
measures for underground facilities. 
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採択区間 10.5km 10.5km 






約 80 万 m3 
（78.5 万 m3） 
約 120 万 m3 
護岸工 1.7km 13.0km 
橋梁 11 橋 14 橋 
堰改築 5 基 5 基 
河川情報 
基盤整備 
1 式 1 式 
整備流量 730 m3/s 890 m3/s 
   








Table 2 貯留管・調整池の貯留量 







































Table 4 に地下階層について，Table 5 に地下階の用
途を，Fig. 5 に地下階層分布を示す．地下階有りの 171
施設に関して，用途を層ごとにカウントした．地下階
層としては地下 1 階の施設が も多い．用途に関して，
複数の用途を併設する施設の中に店舗との併設も含ん
でおり，店舗の総数は 48 と 多であり，次いで駐車場




11％ 29％ 60％ 
28％ 72％ 
Fig. 3 地下階有無の割合 
Table 3 地下階の有無 
地下階 有 無 不明 
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階数 施設数 層数 
地下 3 階 1 3
地下 2 階 9 18
地下 1 階 70 70
計 80 91
 





地下 1 階 
地下 2 階 
























 Table 6 に両年の被害状況の比較を示す．浸水区域
内の 152 施設において浸水被害の有無を確認すること
ができた．03 豪雨では 65％（99/152 施設）の施設が
浸水被害を受けている．2 度の豪雨による浸水被害の
152 施設に対して実施したアンケートの分析結果を
Fig. 7 に示す．44％（64/152 施設）の施設で 2 度の豪
雨災害において浸水被害を受けていることが分かる





設のうち，1m 以上の浸水が 43％（42/99 施設）と 多
となっている（Fig. 7 (b)）． 高では天井の高さまで
浸水し，水没したという施設もあった．浸水時間に関




























































Fig. 8 に 03 豪雨当日の止水活動と浸水被害状況を
示す．対象施設の約 3 割（49/152 施設）が止水活動を
行ったが，浸水被害を受けている状況である．これは，
止水活動が遅れており，水位が止水板や土嚢を超える
ことにより浸水したということであった．Fig. 9 に 99








Table 7 浸水対策準備と豪雨当日の設置状況 
区分 有 無 無回答 計 
準備 107 40 5 152























































































Table 6 被害状況の比較 
結果 




















































越流量 422,000ｍ3 浸水面積 1,320,000ｍ2
貯留能力 183,600ｍ3 建物総面積 468,028ｍ2 
①浸水量 238,400ｍ3 ②浸水面積 851,972ｍ2 
水位（①/②）0.28m 
 
Table 8 越流量からの水位予想 
Fig. 9 浸水被害状況比較 
御笠川 博多駅 
浸水区域 
99 有・03 有 
99 無・03 有 
99 有・03 無 
99 無・03 無 
Fig. 8 止水活動と浸水被害 
御笠川 博多駅 
浸水区域 
対策有・浸水有 
対策無・浸水有 
対策有・浸水無 
対策無・浸水無 
